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Abstract
This time, it worked on the research to do the recognition investigation of “Sports for the disabled”, and to 
tie to “Sports for the disabled” education. The respondent to a surveys were 166 new students. 
1）The student who answered that there is the disabled person in familiarity is 38 person（22.9%）. More-
over, the student who participated in the volunteer who exchanges it with the disabled person is 31 person
（18.7%）.
2）“Often see”and“See occasionally”students are 72 person as for the television program concerning 
sports for the disabled person（43.4%）. Moreover, “See when staying in eyes” is 72 person against the news-
paper article concerning sports for the disabled person（43.4%）. 
3）As for sports for the disabled, “It is interested very much”and“It is interested”are 73 person （44.0%）.
4）“Hoped strongly”and“Hope”the beginner’s class sports supervising instructor qualification were 56..
hope situation of handicapped person sports supervising instructor qualification.. person（33.7%）, and 
“Hoped strongly”and“Hope”were 41 person（24.7%）as for the middle sports supervising instructor quali-
fication. The main reason was“It was interested”,“It also wants the handicapped person to enjoy doing 
sports”,“I want to reserve the qualification”,and“It is useful for the future.”, etc. 
5）It will be thought that the timing of the dissemination and the method become important, and it influ-
ences the number of qualification acquisition applicants and the number of students of handicapped person 
sports key subjects by the conclusive evidence in the future.
1?????
近年，テレビ番組や新聞報道で，障害者スポーツに関する話題が取り上げられることが増えてきてい








下中級スポーツ指導員とする）の資格取得に関する調査研究は，2002（平成 14）年より進め，8 年間 8 題












格認定制度では「2 年以上の活動経験（80 時間〈10 日〉以上）がある者」とされている．
これらの変更は，単純に考えると，従来のカリキュラムより，障害者スポーツ関連科目で 4 科目減，













20）年度調査 7）27.5%，2009（平成 21）年度調査 8）27.3% と比較して，低下こそしているがほぼ同割合と
考えられる．身近な障害者 38名とそのスポーツ実施状況をまとめた（Table 1）．祖父母を含む家族が 7名，





た．この割合は，2008（平成 20）年度調査 7）33.5%，2009（平成 21）年度調査 8）31.2% を 10% 近く下回っ
ている．代表的なボランテイアとしては，小学校・中学校・高等学校時に，学校行事として，施設を訪
問したり，学校に招いたりして，障害者との交流を行ったようであった．
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2010 年度入学生における「障害者スポーツ」の認識について
－ 47 －














水泳 0 1 2 1 0 4
13
陸上 0 0 1 0 0 1
バレーボール 1 0 1 0 0 2
バスケットボール 0 0 0 0 1 1
サッカー 0 0 2 0 0 2
キャッチボール 0 0 0 1 0 1
ダンス 0 0 1 0 0 1
空手 0 0 1 0 0 1
していない 5 3 4 3 4 19
無回答 1 3 2 0 0 6
計 7 7 14 5 5 38
?2???????????????
障害者スポーツに関するテレビ番組を「よく見る」が 2 名（1.2%），「たまにみる」が 70 名（42.2%），「全




が 72 名（43.4%），全く見ないが 94 名（56.6%）であった．新聞もテレビ番組同様，「全く見ない」が 2 人 1
人の割合で存在し，残念な結果だといえる．「眼に留まったら見る」新聞名としては，読売新聞，朝日新
聞，神戸新聞，福井新聞，スポーツ新聞等であった．
2008（平成 20）年度調査 7），2009（平成 21）年度調査 8）において，障害者スポーツに関するテレビ番組・






162 名（97.6%），②知的障害者が 160 名（96.4%），③精神障害者が 94 名（56.6%），④視覚障害者が 160 名
（96.4%），⑤聴覚障害者が 158 名（95.2%），⑥内部障害者が 11 名（6.6%）であった．これらの数値は，
2008（平成 20）年度調査 7），2009（平成 21）年度調査 8）とほとんど変わらない傾向を示した．身体障害者，










n % n % n %
①身体障害者 162 97.6% 162 97.0% 151 98.1%
②知的障害者 160 96.4% 158 94.6% 146 94.8%
③精神障害者 94 56.6% 82 49.1% 88 57.1%
④視覚障害者 160 96.4% 152 91.0% 144 93.5%
⑤聴覚障害者 158 95.2% 148 88.6% 142 92.2%
⑥内部障害者 11 6.6% 9 5.4% 5 3.2%
⑦その他 0 0.0% 0 0.0% 1 0.0%






障害者スポーツについて「非常に興味がある」が 9 名（5.4%），「興味がある」が 64 名（38.6%），「ふつう」





修した」が 1 名（0.6%），「履修しなかった」が 155 名（93.4%），「履修希望をしたが許可がでなかった」が
10 名（6.0%）であった．同様に，「障害者とスポーツ」について，「履修した」が 13 名（7.8%），「履修しなかっ
た」が 138 名（83.1%），「履修希望をしたが許可がでなかった」が 15 名（9.0%）であった．両科目ともダブっ






ラソンを含む）が 21 名（12.7%），車椅子テニスが 20 名（12.0%），テニスが 18 名（10.8%）で，いずれも




ラリンピック」が 79 名（47.6%），「デフリンピック」が 3 名（1.8%），「全国障害者スポーツ大会」が 2 名
（1.2%），「スペシャルオリンピックス」が 1 名（0.6%），「車椅子バスケットボール選手権大会」が 1 名（0.6%）
であった．パラリンピックという大会が定着した結果であるが，無回答が 100名近くいたのは残念であっ
た．
Table 3.  障害者スポーツで知っている種目（最高 3 種目まで複数回答可）
種　目 n % 種　目 n % 種　目 n %
車椅子バスケットボール 92 55.4% シッティングバレーボ ルー 4 2.4% アイスホッケー 1 0.6%
バスケットボール 51 30.7% 体操 3 1.8% グランドゴルフ 1 0.6%
水泳 22 13.3% 車椅子サッカー 2 1.2% 車椅子ダンス 1 0.6%
陸上競技（マラソンを含む） 21 12.7% 車椅子バレーボール 2 1.2% 車椅子ラグビー 1 0.6%
車椅子テニス 20 12.0% チェアスキー 2 1.2% ゲートボール 1 0.6%
テニス 18 10.8% ホッケー 2 1.2% ゴールボール 1 0.6%
サッカー 14 8.4% マラソン 2 1.2% 視覚障害者サッカー 1 0.6%
ブラインドサッカー 7 4.2% 野球 2 1.2% 視覚障害者バレ ボー ルー 1 0.6%
トライアスロン 6 3.6% 射撃 1 0.6%
車椅子マラソン・陸上 5 3.0% スラローム 1 0.6%
スキー 5 3.0% バイアスロン 1 0.6%
バレーボール 5 3.0% バドミントン 1 0.6%
ボッチャ 5 3.0% ハンドボール 1 0.6%
風船バレーボール 1 0.6%
卓球 1 0.6%





格の取得について，「強く希望している」が 16 名（9.6%），「希望している」が 40 名（24.1%），「希望しない」
が 41 名（24.7%），「わからない」が 69 名（41.6%）であった．また，中級スポーツ指導員資格の取得につ
いて，「強く希望している」が 7 名（4.2%），「希望している」が 34 名（20.5%），「希望しない」が 48 名（28.9%），
「わからない」が 77 名（46.4%）であった．資格取得希望をしているのが全体の約 3 割で，希望しないが
同じく約 3 割，わからないが 4 割と考えられる．中級スポーツ指導員資格の取得希望者の場合は，希望













Table 4.  障害者スポーツ指導員資格取得希望別におけるその主な理由
強く希望している・希望している n % 希望しない n %













いろいろな人と関わりたい。 4 使わない資格である。 1 0.6%




6 指導することが難しそう。 1 0.6%
何かに役に立つのではないか。 7 他にしたこと、目指すことがある。 1 0.6%





広い範囲でスポーツをみたい。 1 まず教職免許を取得したい。 3 1.8%
7 ある程度知っておいたほうが良いと思う。 1 0.6% 2 どういうものかわからない。 3 1.8%




9 これから必要だと思う。 1 0.6% 授業で決めたい。
4 どんな仕事か把握していない。 1 0.6%
5 将来やりたい道と違う。 1 0.6%
6 将来に悩んでいる最中。 1 0.6%
7 あまり考えていない。 1 0.6%
8 考え中。 1 0.6%
9 興味はあるがわからない。 1 0.6%
10 違うことを勉強したい。 1 0.6%
11 関心がない。 1 0.6%












2） 障害者スポーツに関するテレビ番組を「よく見る」「たまに見る」学生が 72 名（43.4%）であった．また，
障害者スポーツに関する新聞記事に対して，「眼に留まったら見る」が 72 名（43.4%）であった．
3） 障害者スポーツについて「非常に興味がある」「興味がある」が 73 名（44.0%）であった．また，自分
が知っている障害者スポーツ種目は，車椅子バスケットボールが 92 名（55.4%），バスケットボール
が 51 名（30.7%），水泳が 22 名（13.3%），陸上競技（マラソンを含む）が 21 名（12.7%），車椅子テニス
が 20 名（12.0%），テニスが 18 名（10.8%）であった．さらに，自分が知っている障害者スポーツ大会
名は，パラリンピックが 79 名（47.6%）であった．
4） 障害者スポーツ指導員資格の希望状況は，初級スポーツ指導員資格を「強く希望している」「希望し
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